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１）カプラの残圧を抜きます。残圧を抜く際は０ＭＰａ(ゲージ圧)まで抜いてください。  

２）接続部分の異物を取り除きます。  

３）スリーブを引かずそのままニップルを接続します。  

４）ロックピンが付いているタイプについてはスリーブを半回転させてスリーブを固定します。  

△危険 ・残圧を抜く時にバルブ先端をハンマー等で叩く事は避けてください。専用の残圧抜

き治具を使用するか残圧抜き用のバルブを設けてください。 
△警告 ・残圧を抜かずに接続すると破損の恐れがあります。 
△注意 ・接続時はカプラとニップルが真直ぐになる様にしてください。 

・カプラを持って接続する時はスリーブの部分を持たずに接続を行って下さい。 

１）残圧を抜きます。  

２）スリーブを引きながらカプラ又はニップルを分離方向に引抜きます。  

３）ダストキャップを取り付けます。  
△危険 ・残圧を抜かずに分離すると事故や破損の原因となります。 

 

 

 

 

 

 

１）最高使用圧力及び最大流量以下で流体を流します。（流体の流れる方向は任意です。）

△警告 ・カプラとニップルは回転させて使用しないで下さい。 
・過大な曲げや引張力の加わった状態で使用しないでください。 

取扱説明書

加圧時に！

分離時に！

接続時に！
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